
 

 

 

 

 

 

                                                    

 

６月も下旬となり、気がつけば一学期に登校する日も後 20日となりました。6月6日には4～

6年生がプール掃除を行い、全校が気持ちよく水泳学習ができるよう、黙々とプールを美しくして

くれました（下の写真）。大変蒸し暑かったり、少し肌寒かったりする時期です。子どもたちに

は、健康管理を十分にして、 

残りの１学期を元気に過ごし 

てほしいと思います。 

さて、６年生は5月23、 

24日の両日、修学旅行（法 

隆寺・奈良公園・キッザニア 

甲子園等）に行ってきました。 

社会科の歴史学習に関わる建 

造物の見学、キャリア教育の一つとして職業体験等をしてきました。2日間ともに天気にも恵ま

れ、小学校生活の「思い出」の一コマになったことと思います。 

校長 塩尻 竹弘 

 

 

 

 

 

 

 

                     

吉美小学校には「子ども会」という歌がありました 
先日、吉美小学校の卒業生の方からこんな依頼を受けました。「校歌ができる以前に『児童会（子ど

も会』の歌というのがあったんだけど、その歌詞が学校にありませんか?」というものでした。以前の
校長先生に尋ねても分からず、吉美小学校卒業生である応援団の四方正和さんに聞いてみると、「探し
てみるわ。」と言って、その日のうちに「あったわ。卒業文集に載っとったわ。」と文集のコピーを届け
てくれました。150周年の記念誌（19ページ）にもこんなことが書いてあります。「学校の校歌とは
別に児童会の歌があり、朝礼の時に校歌と同様に歌っていた。いまだに歌える。」歌詞を掲載します。
卒業生の皆さんにとっては懐かしいものかもしれません。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
綾部市立吉美小学校 

令和 6年 6月 20日号 

<学校教育目標>   自立と貢献 ~夢をもち 仲間とともに 未来を切り拓く 子どもの育成~ 

<教育スローガン>        「笑顔・元気・夢いっぱい そして 思い合い」 

吉美小だより 

 
一学期も後半に入りました 

「人を大切にする」子ども・教職員のいる学校 

みんなのおかげです。ありがとう。 

本当に子どもたちはよく頑張りました。「自分がしていることが多くの人の役
に立っている」という感覚にもなったことと思います。正に自己有用感を感じ
ることのできる時間でもあったことでしょう。声を大にして、「ありがとう！」
「助かりました！」「みんなのおかげです！」 
自己有用感って何? 

「有用」とあるように、自分が人の役に立っているという気持ちです。そのこと
によって、自ら存在価値を感じることです。「私は学級（学校）の中で役に立てて
いる」など、他者との関係の中で感じられるものが自己有用感です。これは、心
理的な安定感や満足感をもたらすことにもつながります。 
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